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1 はじめに

言語学・音声学のこれからの発展のためには、若手の研究者を増やしていくことが非常に大切だと

思われる。そして若手の研究者を増やすためには、言語学の入門授業で言語学に興味を持ってもらう

ことが大切な第一のステップとなる。しかし、言語学入門のクラスは、必ずしも教えやすい授業では

ない。その理由の一つに、言語学では分析に様々な概念を用いるため、入門の授業ではどうしてもた

くさんの新しい概念や考え方を紹介しなければならないということが挙げられる。また、これらの概

念が「どのような理由で必要なのか」ということを十分に説明する時間がなく、どうしても暗記を求

めてしまうこともあり得る。音声学・音韻論の分野での例を挙げてみると「阻害音・共鳴音・有声阻

害音・調音点・両唇音」などなどで、音声学や音韻論の理解に必要な概念だけでもたくさん存在する。

また、言語学の分析で使われる概念の中には抽象性が高いものも多く存在し、その概念の必要性がピ

ンとこないことも多い。その結果、学生が「言語学では、色々な概念を暗記しなければならない」と

いう印象を受け、結果として「言語に興味はあるものの、言語学はつまらない」というような大変残

念な想いをしてしまうこともある。この状況は教える側にとっても、学ぶ側にとっても不幸なことで

ある。我々の感触では、実際に言語学教育の現場で、このような不幸な “すれ違い”が起こってしま

うことは稀なことではない。

そのような状況の中で、我々は第一著者を中心に「入門の授業で音象徴を用いて音声学・言語学

を教える」という試みを行っている。音象徴とは「音が直接イメージを喚起する現象」であり (e.g.

Blasi et al. 2016; Dingemanse et al. 2015; Hinton et al. 2006; Lockwood & Dingemanse 2015)、

色々な分野での名付けにおける統計的な傾向に現れやすい。*1 例えば、英語でも日本語でも、女

∗ 本稿で紹介する学生の研究は 2017年後半時点のものであり、最終的な分析結果でない可能性もある。またこれらの発
見は、（主に）彼らの業績であることをここに明記する。

*1 音象徴は、ソシュールの唱える「音と意味のつながりの恣意性 (Hockett, 1959; Locke, 1689; Saussure, 1916)」に
対するアンチテーゼとして捉えられることも多く、理論言語学（特に生成文法の枠組み）ではあまり真剣に議論がなさ
れてこなかった。音象徴の研究は近代では、Sapir (1929)やKöhler (1947)などの研究をきっかけに、主に心理学者・
音声学者・認知科学者が行ってきた。しかし、近年では理論言語学の中でも、積極的に音象徴を分析する学者が増えて
きている (Alderete & Kochetov, 2017; Dingemanse et al., 2016; Kochetov & Alderete, 2011)。音象徴は統計
的なバイアスとして現れるものであるから、音象徴が存在するからといって、「音と意味が恣意的に繋がることができ
ない」というわけでは決してない。この点において、音象徴は必ずしもソシュールに対するアンチテーゼではないこと
を理解することも重要である。

1



の子の名前には共鳴音が使われることが多く、男の子の名前には阻害音が使われることが多い

(Shinohara & Kawahara, 2013; Wright et al., 2005)。また、同じ女性の名前でも、共鳴音を含む名

前は「優しいイメージ」を伴い、阻害音を含む名前は「近寄りがたいツンツンしたイメージ」を伴う

ことも実験的に示されている (Kawahara et al., 2015; Shinohara & Kawahara, 2013)。後述のよう

にウルトラマンの怪獣の名前には、「ベムラー」「バルタン星人」「ガヴァドン」など、人間の名前よ

り圧倒的に高い頻度で濁音が使われる (川原 & 桃生, 2017)。入門クラスで音象徴を使う利点の一つ

は、このように、「自分や周りの人の名前」や「ウルトラマンの怪獣の名前」など「学生が身近に感じ

やすい」例を使って、言語学的分析を紹介できることにある。

この利点を生かし、第一著者の『音とことばのふしぎな世界』(川原, 2015) では、音声学の入門

の章に音象徴を用いた。幸い、この手法には様々なポジティブな反響が寄せられ (松井, 2016; 村上,

2015)、この本の出版後、我々はさらに積極的に「授業に使えそうな音象徴の分析」に取り組むことに

した。具体的には、「『ドラゴンクエスト』の呪文名における濁音の分布」(川原, 2017b)、「『ウルトラマ

ンシリーズ』の怪獣名における濁音の分布」(川原 & 桃生, 2017)、「『ポケモン』の名前における濁音や

モーラ数の音象徴的分析」などに関する研究 (Kawahara et al., to appear; Kawahara & Kumagai,

to appear)を行い、それらの結果を積極的に言語学入門や音声学入門のクラスで紹介してきている。

音象徴の分析は、このような身近な題材を分析の対象に使えるため学生の反応も良い。実際に「『ポ

ケモン』の名前の音象徴分析」は慶應義塾大学の塾生新聞に取材を受け、*2 また一般向けの学術雑誌

のWired にも紹介記事が載った (川原, 2017c)。このような成果を踏まえた「音象徴を用いた音声

学・言語学入門」の具体的な音声学の入門書は、第一著者の『「あ」は「い」より大きい！？：音象

徴で学ぶ音声学入門』に詳しくまとめられている (川原, 2017a)。この本では、様々な音象徴的なつ

ながりを身近な例で確認しながら、音声学を学ぶ上で重要な概念を網羅的に紹介している。例えば、

「男性＝阻害音」という音象徴的なつながりから、「阻害音発音時における口腔気圧上昇」や、その結

果起こる「トゲトゲした、音響的非周期的波形」を紹介することを試みている。

我々の印象にはなるが、この「音象徴を使って言語学を教える」という試みは、今のところ成功し

ていると言える。ただし、この試みの成功を実証的に示した結果はまだない。*3 したがって、本稿で

は、この成功の証拠として、この教育法の有効性を実際の例を紹介しながら議論していくことにする。

2 音声学入門にて

慶應義塾大学の文学部の英語音声学入門の授業では『音とことばのふしぎな世界』を課題図書とし

ている（どちらの著者もこの授業の講師ではない）。学生に「第１章で述べられている音象徴の議論

をもとに、自分なりに音象徴の例を考えなさい」という問いを課すと、非常に面白い観察をする学生

が毎年出てくる。例えば 2016年度は、以下のような独創的な観察が見られた。

• サンリオのリトルツインスターズのキキララは、「キキ」が男の子で、「ララ」が女の子であり、

*2 http://www.jukushin.com/archives/28130

*3 教育学の研究で用いられる実験のように、「普通の方法で音声学を教える群」と「音象徴を用いた手法で音声学を教える
群」を用意し、音声学への理解度を試験することで、「音象徴を使って音声学を教えることの有効性」を計量的に比較す
ることも考えられるが、「音声学」の授業を専門的に教えられる学生は限られており、今の所は具体的な実験遂行の見通
しは立っていない。
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これは「男の子＝阻害音」「女の子＝共鳴音」という音象徴に合致している。

• ディズニーの『ライオンキング』における Simbaと Naraは、前者が男性で、後者が女性であ

る。これは「男の子＝阻害音」「女の子＝共鳴音」という音象徴に合致している。

• 舞妓の源氏名の多くは「乃（の）」で終わっており、この音は女性らしさを喚起する。
• 母音「お」からは「可愛いイメージ」を受ける。2016年度の愛犬の名前ランキングでは「コ

コ」「チョコ」「モコ」「モモ」「マロン」であり、すべての名前に母音「お」が含まれている。

• 日本を代表する野球漫画の『ドカベン』には濁音が 2つ含まれており、「どっしりとした」印

象を受ける。

• ディズニーの「ドナルド」と「ミニー」を比べると、前者には濁音が含まれていて男性的であ
り、後者は共鳴音だけの名前で女性的である。

• 野球選手の「ロペス」と「エルドレッド」を名前の印象だけから比べると、前者の方が小柄な
体格であるイメージがする。後者は大柄な印象を受ける。

これらの例は、どれも『音とことばのふしぎな世界』では具体的な例として議論されていない。お

そらく、ここで考察を引用した学生たちは、『音とことばのふしぎな世界』で紹介されている音象徴

の事例をもとに、自分が興味のある分野（サンリオ、ディズニー、愛犬、野球など）について自分で

考え、自分なりにオリジナルの考察を行なったのであろう。この例は、音象徴という課題を用いる

と、学部生であっても身近な興味のある分野の名付けに基づいて、自分なりに言語に関しての分析を

行えることを示している。このように「自分なりに言語パターンを考察してみる」ことは言語学分析

への第一歩である。また舞妓の名前の分析を行なった学生や愛犬名前ランキングの分析を行なった学

生は、ただ数個の例を挙げているだけでなく、自分なりに資料をオンライン上で探しているという点

で、量的分析への第一歩を踏み出していると言える。

3 『妖怪ウォッチ』における音象徴

上の節で紹介した例は学部生によるものだが、大学院生ともなると、音象徴の講義に基づいて自分

なりの深い分析を行うことが珍しくない。以下の節では、音象徴を自分なりにじっくりと分析し、見

事な成果を残した 3人の学生の例を紹介していきたい。また、この原稿を執筆中、学部生の中でも自

分なりの計量的分析を行った学生も出て来たので、合わせて紹介する。

能登淳くんは、第一著者の 2016年度の首都大学東京の集中講義に大学院生として出席し、その集

中講義中に後述の熊谷学而くんと共同で「ポケモンの名前における音象徴」に関する研究を行った

(Kawahara et al., to appear)。この研究を発展させた形で、能登くんは「『妖怪ウォッチ』の妖怪の

名前における音象徴」を分析した (能登, 2017)。具体的には、Kawahara et al. (to appear) で議論

された「『ポケモンの名前』において、名前に含まれる濁音が多ければ多いほど、『ポケモン』の戦闘

力（HP、攻撃力、防御力など）が上がる」という観察に注目し、同じパターンが『妖怪ウォッチ』で

も観察されるかを分析した。

能登 (2017)では『妖怪ウォッチ』における「名前の中の濁音数」と「攻撃力」の相関が吟味され

ている (図 1（左）)。しかし、『妖怪ウォッチ』に現れる全ての妖怪の名前を分析しても「名前の中の

濁音数」と「攻撃力」の間に正の相関が見られなかった。よって、さらなる分析において、実在の単
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語をもとにした妖怪（例：「ちからモチ」）や実在する妖怪の名前（例：ゆきおんな）などを除外した。

残った例は「えんらえんら」など 58例であった。このような「『妖怪ウォッチ』のために新たに作ら

れた新語」だけに注目すると、「名前の中の濁音数」と「攻撃力」の間に統計的に有意な正の相関が

あることが示されている (図 1（右）)。
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図 1 『妖怪ウォッチ』の名前の音象徴的分析。「名前に含まれる濁音の数（横軸）」と「攻撃力

（縦軸）」の相関。（左）＝全てのデータ、（右）＝新語のみ。直線は回帰直線。標準偏差をグレーの

領域で示している。赤点はそれぞれの条件の平均。

能登 (2017) は実在語においては「あくまで音と意味のつながりは（既存語では）恣意的である

(Hockett, 1959; Saussure, 1916)」ものの、「新たしいものの名付けには、音と意味にの間に（統計

的な）つながりが見られる」ことを示しており、この点において音象徴の見本的研究とも言える。

4 宝塚団員における男役・女役の音象徴

2017年から University of California, Los Angelesの言語学部の大学院生となった勝田浩令くん

は、第一著者の講演などに積極的に参加し、自分なりの音象徴研究を進めている。第一のプロジェク

トとして、勝田くんは「宝塚の団員の名前付けにおいて、男役と女役の区別に音象徴的な傾向がみら

れるか」を分析した (勝田 & 川原, 2017b)。361名の現役の宝塚団員の名前を分析し（2017年 7月

当時）、「名前に含まれる共鳴音の数」と「名前が男役である確率」の相関を示したのが、図 2である。

図に見て取れる通り、「名前に含まれる共鳴音の数が増えれば増えるほど、男役である確率が下がっ

ている」。つまり、「男性＝阻害音」「女性＝共鳴音」というつながりが宝塚の芸名の名付けに影響し

ていることが明確に示されている。
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図 2 宝塚団員の名前の音象徴的分析。「名前に含まれる共鳴音の数（横軸）」と「その名前が男役

に使われる確率（縦軸）」の相関。エラーバーは標準誤差。

5 AKBメンバーのニックネームの分析

勝田くんは、宝塚の名前の分析だけでなく、AKBメンバーのニックネームに関する名前の分析も

行っている。彼が立てた仮説は「本名に阻害音が多い場合、『女性＝共鳴音』という音象徴的つながり

から、より高い確率でニックネームが付けられる」というものである。例えば「島崎遥香（はるか）」

は「ぱるる」となる。ここで注目したいのは、「はるか」の語末の「か」が「る」という共鳴音を持

つ音節に変わっている点である。*4 このように阻害音がニックネームによって積極的に避けられてい

るかを分析するために、2017年 8月時点での AKBグループメンバーの 702名を分析の対象とした

（AKB48、SKE48、NMB48、HKT48、NGT48、STU48、SDN48）。図 3に AKBメンバー名にお

ける「名前に含まれる阻害音の数」と「ニックネームで呼ばれている確率」の相関を示す。

*4 なぜ語頭の「は」が「ぱ」になるのかに関する音象徴的観点からの考察に関しては、川原 (2017a)の第 5章を参照。
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図 3 AKBメンバーが本名以外のニックネームで呼ばれる確率。横軸は本名に含まれる阻害音の

数。エラーバーは標準誤差。

図 3に見られるように、本名に含まれる阻害音の数が 0, 1, 2と増加すると「ニックネームで呼ばれ

る確率」も上がる。阻害音が 3の場合はこの傾向に従っていないように見られるかもしれないが、も

ともと「名前に阻害音を 3つ持つ名前」自体が少なく、総勢 702名の中でも 11例しかなかった（さ

きこ、しずか等）。しかも、11人中 8人 (73%)はニックネームで呼ばれており、「阻害音＝ 3の条件」

に見られる例外も、この条件に適合する名前の少なさから起因していると考えられる。

また、勝田くんは前述の「ぱるる」の例のように、reduplicationによって繰り返される音節には共

鳴音が多く現れるということを発見した（他の例としては、「みるるん」「かよよん」「まゆゆ」など）

(勝田 & 川原, 2017a)。この仮説を検証するため、勝田くんは AKBのメンバー全体における共鳴音

の割合と reduplicationによって増やされる音節の共鳴音の割合を比べた。また「かよこ」→「かよ
よん」の例が示すように、reduplicationに伴って消される子音があり（「こ」）、そのような子音には

阻害音が多いという仮説も同時に検証した。さらに「なぎさ」が「なぎ」のような単純な truncation

が起こる場合も、阻害音を持つ音節が消されやすいのではないか、という仮説も同時に調査した。こ

の比較の結果を表 1に示す。

表 1 AKBのニックネーム形成における共鳴音の役割。

All environments Reduplicated Deleted via redup. Truncated

son 900 45 6 9

obs 643 7 17 11

total 1543 52 23 20

% 58.3% 86.6% 26% 45%

表 1を見るとまず、AKB の名前の全体で共鳴音はおよそ 58% ほど出現している。ところが、

reduplicationで繰り返される子音中の共鳴音の確率は 87%まで跳ね上がっている。つまり「共鳴音
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を持つ音節は reduplicationによって繰り返されやすい」。そして reduplicationに伴って消される子

音が共鳴音である確率は非常に低く 26%である。最後に truncationで消される確率は 45%で全体

の割合よりも下がっている。後者は残念ながら N が低いため、統計的には有意でない。ただし、方

向としては予測と同じ方向である。

総じて、「女性＝共鳴音」という音象徴的つながり (Shinohara & Kawahara, 2013; Wright et al.,

2005)が、宝塚団員の名付けや、AKBメンバーの呼ばれ方に影響を示しているというのは興味深い。

6 オムツの名前における音象徴

熊谷学而くんは、第一著者の 2016年度の首都大学東京の集中講義に出席し、上記で紹介したポケ

モンの名前における音象徴にも積極的に参加してくれた (Kawahara et al., to appear)。さらに、熊

谷くんは、川原 (2017a)で指摘された「オムツの名前には両唇音が多く使われる」という傾向を実験

的に吟味した。日本のメジャーなオムツは「メリーズ」「ムーニーマン」「マミーポコ」「パンパース」

など/m/か/p/、つまり「両唇音」が出てくる。熊谷くんはこの傾向がこの 4つの例だけでなく、もっ

と一般的に成り立つ法則であるかを実験的に吟味した。具体的には、日本語話者である被験者に、「パ

ラピル」 vs. 「タラキル」のように「両唇音を多く含む刺激」と「それ以外の子音のみを含む刺激」

を比べてもらい、どちらの名前がよりオムツの名前として適当かを判断してもらった (熊谷 & 川原,

2017b)。また、オムツに使われる音が「/m/, /p/だけか」それとも「両唇音一般」に当てはまるのか

を吟味するために、全ての両唇音を語頭にもつ刺激を用意した。この実験の結果を図 4に示す。図に

見られるように、全ての両唇音において「オムツの名前として選ばれる確率」が 50%を超えている。
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図 4 オムツの名付けに関する実験の結果。両唇音を語頭に持つ刺激がオムツの名前として選ば

れた割合。“f” = /F/。エラーバーは 95%信頼区間。

つまり、日本語に存在するすべての両唇音 (/p/, /b/, /m/, /F/, /w/)において、「両唇音＝オム

ツ」というつながりが成り立っている。ここで興味深いのは、「両唇音＝オムツ」という音象徴は、お

そらく「両唇音が喃語に多く現れる」つまり「両唇音は赤ん坊がはじめに発する音である」ことに起
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因していると思われるが、一方、日本語における音韻習得では、/p/, /b/, /m/は比較的早く現れる

ものの、/F/や/w/は比較的習得が遅い (Ota, 2015)という点である。つまり、ここで音韻素性によ

る一般化 (featural generalization)が行われている可能性がある。つまり、赤ん坊が早く習得する音

は/p/, /b/, /m/を含むが、「赤ん坊に適した音」として一般化が行われる場合、/p/, /b/, /m/とい

う個々の音のリストではなく、「唇音 ([+labial])」という抽象的なカテゴリーを使っている可能性が

ある (Albright, 2009; Finley & Bedecker, 2009)。

熊谷くんは、2017年現在このオムツの名前の音象徴に関する研究だけでなく、ポケモンの音象徴

に関しても精力的に研究を行っている (Kawahara & Kumagai, to appear; 熊谷 & 川原, 2017a)。

7 ポケモンの技の名前分析

以上のような取り組みを 2017年の秋学期に国際基督教大学の授業で紹介したところ、ポケモンの

技を分析してくれた学生が出てきた。学部生三年生の鈴木成典くんである。ポケモンの「技の攻撃

力」と「名前のモーラ数」を分析すると綺麗な正の相関関係が観察された（図 5、左）。また、図 5の

右図は、「技の強さ」と「名前に含まれる濁音の数」の相関を示すが、こちらにも正の相関がみられ

た。しかも、これらの関係性は（特に左図では）二次関数的であるようにも見られる。この結果自体

非常に興味深いものだが、同時に学部生の三年生であっても、音象徴は自分自身でトピックを見つけ

分析を行うことができることを示している。
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図 5 ポケモンの技の名前における「強さ（y軸）」と「モーラ数（x軸、左図）」「濁音数（x軸、

右図）」の関係。白点はそれぞれの条件の平均。点線は一次関数的回帰直線、実線は二次関数的回

帰直線。
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8 まとめ

本稿の目的は「音象徴は学生の興味を引きやすく、言語学の入門にはぴったりである」というこ

とを実例を交えながら示すことにあった。我々が音象徴を言語学入門に積極的に用い始めたのは、

2015年の 11月に出版された『音とことばのふしぎな世界』以降である。それから一年半程度で、こ

れだけの数の新たな分析が、学生の手によってなされたということは、やはり音象徴は学生にとって

「身近に感じられ」、「やっていて面白い」プロジェクトである、と結論づけてもいいのではないか。

また、音象徴は統計的な処理が必ず必要になる。何故ならば、言語において音と意味のつながり

は基本的に「恣意的 (Saussure, 1916)」であり、音象徴は統計的な偏りとしてしか現れないからであ

る。しかし、このことは学生たちが「音象徴の分析を通じて統計的な概念を学ぶことができる」とい

うことにもつながる (川原 & 桃生, 2017)。実際に本稿で紹介した大学院生の 3人は統計的な手法を

音象徴の分析に利用しながら学んでいった。近年の理論言語学内部においてもこのような統計的・量

的アプローチが主流になってきていることに鑑みても、この「音象徴を使って音声学を教える」とい

うことの意義は大きい。

この「音象徴で言語学を教える」というプロジェクトはまだまだ発展していくものだと思われる。

今後、この言語学教育法に興味を持ってくれる言語学者が増えることを祈って、本稿を閉じることと

する。
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